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●思いやりの心

●ブリッジ・ザ・ギャップス
●患者さんの権利の尊重
●信頼の医療に向けて
●地球にやさしい環境づくり

①省資源・省エネルギー
②廃棄物の減量化
③リサイクルの推進
④安全性・快適性の推進
⑤環境広報活動の推進

理　念理　念理　念理　念理　念

基本方針基本方針基本方針基本方針基本方針 環境方針環境方針環境方針環境方針環境方針

〒601-8028
京都市南区東九条東御霊町 2
TEL　075 － 661 － 1011
診療科目：外科、内科

岡本医院岡本医院岡本医院岡本医院岡本医院
院長院長院長院長院長

岡本　章岡本　章岡本　章岡本　章岡本　章

康生会武田病院とは古くから連携をとっ
ており、地域連携室を通してきっちり対応
してもらっています。最近も私どもの医院
で診ていました高齢の患者さんが、全身状
態が悪くなったため、武田病院に急きょ入
院してもらいました。先日、見舞いに行き
ましたが、安心して治療を受けておられる
ようで、家族も安心しておられます。
主治医の先生（内科）にも医局で会って、

患者さんのカルテを見ながら細かく病態や
治療状況を聞かせてもらいました。急性期
病院で大変忙しいようでしたが、時間を割
いていただいて今後の患者さんの治療のこ
となどについても説明してくれ、こちらが
恐縮する思いでした。
康生会武田病院は医仁会武田総合病院や

医道会十条病院など、グループ病院として
の機能分担もやっておられ、診断や治療の
難しい疾患や患者さんへの受け入れについ

ても安心してまかせられ、これからも連携を
密にしていきたいと考えています。
私どもの医院は九条から十条、とくに陶化

地域の皆さんとの結びつきが深く、私で三代
目になります。私の祖父は産婦人科医で、昔
は人力車が土間にありました。向かいに車夫
さんがいて、難産の時のみ産婆さんと一緒に
往診へ行って取り上げていたとのことです。
父は８年間、軍医として戦争に借り出さ

れ、祖父から継いだ後、70歳で引退を表明し、
長男の私に｢これからはおまえが地域医療に尽
くすように｣と言って、以後は診察室には顔を
見せなくなりました。厳格というか、はっき
りした人でした。父から引き継いだ時には、
まだレントゲン室もなく、拡張を重ねて今の
ような診察室になりました。私も今年70歳に
なるため、勤務医をしている義理の息子に跡
継ぎを頼んでいます。一応、受諾をしてくれ
ましたが、「まだまだ現役でやれますよ」と言
われております。
診察科目は父の時から内科、外科ですが、

診察に来られた患者さんに対しては、プライ
マリー（初期診断）に関してはすべて応じる
ようにしています。
東和小学校の校医をしている関係もありま

すし、陶化小学校、陶化中学校と進みました
ので、子供のころからの遊び友達など、この
地域にはたくさんの知人がいます。その人た
ちも大部分が、何かあれば当院を頼りにして

くれていると思います。地域の皆さんと共
にある医療機関との自負をいつも忘れずに
診療業務に当っているつもりです。
陶化地域も市中心部と同じように高齢化

が進んでおり、午前診を済ませると午後か
らはなるべくお年寄り宅を回るようにして
います。個々人をしっかり診て、フォロー
することで早期発見や確実な治療につなが
るように努めています。また、疾患や患者
さんの状態について、自分ができないこと、
判断の範囲外のことには康生会武田病院に
専門の医師がおられるため、相談や紹介す
ることにしています。これからもお世話に
なることと思います。よろしくお願いしま
す。
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連
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で
は
、
地
域
の
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な
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だ
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急
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期
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よ
び
高
度
先
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の
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を
目
的
と
し
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外
来
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し
ま
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携
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迷
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、
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い
申
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上
げ
ま
す
。
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合
病
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耳
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咽
喉
科
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長
　
中
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浩
伸
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が
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演
さ
れ
ま
す
。

　
武
田
病
院
地
域
医
療
連
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は
、
今
後
も
こ
の
よ
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に
刻
々
変

化
す
る
医
療
環
境
に
関
す
る
情
報
や
講
演
会
な
ど
の
ご
案
内
を
紙
上

に
て
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
先
生
方
か
ら
の
ご
質
問
も

受
け
付
け
、
当
連
携
室
ま
た
は
担
当
者
よ
り
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
何
卒
、
ご
遠
慮
な
く
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　眼の表面に強い炎症があり、角膜上皮ステムセルがなくなって
しまうと角膜移植もできません。その治療法の一つとして角膜上
皮の幹細胞を移植する方法があります。片方だけが障害されてい
る時には、もう一方の角膜上皮が使えるのですが、両目がだめな
場合には他人の角膜上皮を用います。しかし、拒否反応による免
疫抑制が必要なため、平成11年に、京都府立医科大学で世界に先
駆けて口腔粘膜上皮を用いる方法を開発しました。羊膜をキャリ
アーとして使い、患者さんの口腔粘膜上皮のステムセルを培養し、
人工的にシートをつくる方法です。
　これによって全く見えなかった人が、視力0.03～0.05程度まで
回復し、自分で歩け、日常生活もできるようになりました。現在、
大学倫理
委員会の
承認のも
とに、愛
媛大学、
東京歯科
大学への
供給も始
めていま
す。

可能になっています。アメリカでは年間150万件、日本でも昨
年７万例に実施されており、米国のプロゴルファーのタイガー・
ウッズをはじめ、日本のゴルファーも数多く手術しています。

　角膜は比較的柔軟であり、鋳型のようなコンタクトレンズを用
いて角膜の真ん中を扁平なようにする治療法で、角膜の中心が平
らになれば凹レンズをつけたのと同じ効果が得られ近視が治りま
す。睡眠中に角膜の屈折力が減少して正常化され、翌朝はレンズ
をはずし、日中は裸眼で過ごせます。日本では現在、クリニカル
トライアルを６施設で実施しているところで、我々３人が臨床試
験の総合的な責任者になっています。京都府立医科大学としても
角膜の柔らかい10代の人を対象に実施しています。
　現在、エキシマレーザー治療の方が安全できっちりした手術が

　近視や乱視の屈折異常を矯正する手術で、エキシマレーザー
を用いる方法が1980年代に米国などで開発されました。その
中でも、レーシック（ＬＡＳＩＫ）は、術後の痛みが少なく、
視力回復も早い技術で、まず、マイクロケラトームという鉋の
ような機器で角膜を層状に切開してフラップ（角膜弁）を作り
ます。その後にエキシマレーザーで角膜実質だけを削り、最後
にフラップを元の位置に戻す術法です。

　緑内障は日本では糖尿病に次ぐ中途失明疾患で、今後、日本
は高齢化が進むにつれて、糖尿病性網膜症とともに増える傾向
にあります。中でも、眼圧が正常なのに、緑内障と同じような
神経変化を起こす「正常眼圧緑内障」という病気が最近注目さ
れています。愛知県多治見市で疫学調査が行われ、70歳以上
になれば６、７人に１人の率で発症しています。40歳以上で
も3.56％ということがわかりました。
　府立医大では網膜神経線維層計測装置や視神経乳頭陥凹定量
化装置をスクリーニングや治療経過観察にも用いており、検診
を受けることをお勧めします。
　糖尿病性網膜症も糖尿病患者の増加とともに増えています。
糖尿病性網膜症は血糖値やヘモグロビンＡ１ｃの上昇との関係
が明確で、血糖の高い時期が10年以上続いた状態で網膜症を
発症することが多いのです。いったん発症すると、増殖網膜症
に至り硝子体手術などをしなければなりません。出血するとい
うことは網膜の末梢血管がすでに傷んでいる状態で、内科医も
含めて全身検査などを定期的に続ける必要があります。

培養角膜上皮移植術培養角膜上皮移植術培養角膜上皮移植術培養角膜上皮移植術培養角膜上皮移植術

術前術前術前術前術前 術後術後術後術後術後



京都大学医学部付属病院
泌尿器科　教授
小川　修
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眼
球
は
よ
く
カ
メ
ラ
に
喩
え
ら
れ
ま
す
が
、
カ
メ
ラ
で
レ
ン
ズ

の
役
割
を
す
る
水
晶
体
が
混
濁
し
た
状
態
が
白
内
障
で
す
。
年
齢

的
な
変
化
で
す
か
ら
50
代
以
降
に
な
り
ま
す
と
程
度
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
皆
さ
ん
に
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
混
濁
の
進
行
に
よ
っ

て
適
切
な
眼
鏡
を
か
け
て
も
見
え
方
に
不
自
由
を
感
じ
る
場
合
は

手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
手
術
で
は
混
濁
し
た
水
晶
体
を
超
音
波
で
砕
き
な
が
ら
取
り
除

き
、
代
わ
り
に
ピ
ン
ト
合
わ
せ
を
し
て
く
れ
る
人
工
の
眼
内
レ
ン

ズ
を
挿
入
し
ま
す
。
手
術
器
具
や
技
術
の
発
達
に
よ
り
手
術
の
時

に
つ
く
る
傷
口
が
3.5
〜
６
mm
と
非
常
に
小
さ
く
な
っ
た
た
め
に
術

後
の
痛
み
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
２
〜
３
時
間
の
安
静
の
後
は
歩
い

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
全
国
的
に
こ

の
数
年
で
通
院
に
よ
る
白
内
障
手
術
が
急
速
に
広
ま
っ
て
き
ま
し

た
。

　
当
院
の
患
者
さ
ま
の
中
に
も
、
ご
家
族
の
お
世
話
の
た
め
に
夜

間
は
家
を
あ
け
ら
れ
な
い
、
店
の
電
話
番
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
枕
が
変
わ
る
と
眠
れ
な
い
、
な
ど
の
理
由
で
通
院
手
術
を
希

望
さ
れ
る
患
者
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
２
０
０
４
年

11
月
よ
り
通
院
に
よ
る
白
内
障
手
術
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
通
院
手
術
で
は
午
前
中
に
手
術
を
行
い
、
病
室
で
数
時
間
安
静

に
し
て
い
た
だ
い
た
後
に
異
常
が
な
け
れ
ば
眼
帯
を
し
た
ま
ま
自

宅
に
戻
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
翌
日
か
ら
は
術
後
診
察
の
た
め
に

通
院
が
必
要
で
す
が
、
軽
い
家
事
等
は
可
能
で
す
。
し
か
し
、
入

院
手
術
も
通
院
手
術
も
手
術
内
容
は
全
く
同
じ
で
す
の
で
通
院
手

術
の
場
合
は
術
後
の
点
眼
や
内
服
の
自
己
管
理
、
術
後
数
日
間
の

通
院
が
可
能
で
あ
る
等
の
条
件
が
必
要
で
す
。
逆
に
足
が
痛
い
と

か
も
う
片
方
の
目
も
見
え
に
く
い
等
の
理
由
で
通
院
が
困
難
で

あ
っ
た
り
、
内
科
的
疾
患
の
た
め
に
手
術
前
後
の
体
調
管
理
に
不

安
が
あ
る
等
の
場
合
に
は
入
院
手
術
が
適
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ

ま
の
ご
希
望
と
全
身
状
態
、
眼
の
状
態
を
考
慮
し
て
入
院
・
通
院

の
ど
ち
ら
が
適
し
て
い
る
か
を
選
択
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

 

糖
尿
病
の
３
大
合
併
症
の
一
つ
で
あ
る
糖
尿
病
網
膜
症
は
日
本
人

の
中
途
失
明
原
因
の
第
１
位
で
す
。
血
糖
の
高
い
状
態
が
数
年
続
く

と
血
管
内
皮
細
胞
の
障
害
に
よ
っ
て
網
膜
の
血
流
障
害
が
起
こ
り
、

異
常
な
新
生
血
管
に
よ
る
硝
子
体
出
血
、
新
生
血
管
緑
内
障
や
増
殖

組
織
に
よ
る
牽
引
性
網
膜
剥
離
に
よ
り
失
明
に
い
た
り
ま
す
。
適
切

な
時
期
に
治
療
を
す
る
と
失
明
に
い
た
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
重
症
化
す
る
ま
で
は
自
覚
症
状
が
な
い
の
で
発
見
の
た
め

に
は
眼
科
受
診
が
必
要
で
す
。
一
番
の
予
防
、
治
療
は
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
す
が
、
糖
尿
病
の
期
間
が
長
く
な
り
ま
す
と
血
糖
値
が
下

が
っ
た
後
に
も
網
膜
症
の
み
が
進
行
す
る
事
が
あ
る
た
め
現
在
の
血

糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
良
好
な
方
も
定
期
的
な
診
察
が
必
要
で
す
。
眼

科
で
は
眼
底
検
査
や
蛍
光
眼
底
造
影
検
査
を
行
い
眼
底
の
血
流
を
評

価
し
て
、
重
症
化
し
て
し
ま
っ
た
方
に
対
し
て
は
さ
ら
な
る
進
行
を

抑
え
る
目
的
で
レ
ー
ザ
ー
光
線
に
よ
る
光
凝
固
を
行
い
ま
す
。
光
凝

固
で
網
膜
症
の
沈
静
化
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
硝
子
体
手
術
等

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
京
都
府
立
医
科
大
学
の
網
膜
硝
子
体
専

門
の
医
師
と
連
携
し
て
最
善
の
治
療
法
を
選
択
し
ま
す
。

　
緑
内
障
は
眼
球
が
と
ら
え
た
情
報
を
脳
に
伝
え
る
視
神
経
が
障
害

さ
れ
る
病
気
で
、
い
ろ
い
ろ
な
病
型
が
あ
り
ま
す
が
慢
性
的
に
進
行

す
る
開
放
隅
角
緑
内
障
は
日
本
人
の
40
歳
以
上
の
人
口
の
30
人
に
１

人
の
割
合
で
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
病
気
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
自
覚
症

状
が
出
に
く
い
事
と
一
度
障
害
さ
れ
た
神
経
は
も
と
に
戻
ら
な
い
と

い
う
事
で
す
。
治
療
せ
ず
に
進
行
す
る
と
失
明
に
い
た
る
こ
と
も
あ

り
、
早
期
発
見
と
適
切
な
治
療
が
大
切
で
す
。
こ
の
開
放
隅
角
緑
内

障
の
早
期
発
見
の
た
め
に
は
眼
底
検
査
で
特
徴
的
な
視
神
経
乳
頭
の

陥
凹
を
見
つ
け
て
、
視
野
検
査
で
異
常
を
検
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
当
院
で
は
眼
底
検
査
に
引
き
続
い
て
随
時
、
自
動
静
的
視
野
計

で
検
査
を
行
い
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
進
行
例
に
対

し
て
は
視
能
訓
練
士
に
よ
る
動
的
視
野
検
査
で
視
野
全
体
の
評
価
を

行
い
、
病
状
に
合
わ
せ
た
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
斜
視
と
は
左
右
の
視
線
の
合
わ
な
い
状
態
で
す
。
成
人
の
斜
視
に

つ
い
て
は
眼
精
疲
労
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
外
見
上
の
ス
ト
レ
ス
と

な
る
こ
と
が
あ
り
、
病
状
と
患
者
様
の
希
望
に
そ
っ
て
手
術
を
行
っ

て
い
ま
す
。
小
児
の
斜
視
や
屈
折
異
常
は
程
度
が
強
い
と
視
力
の
発

育
が
遅
れ
て
眼
鏡
を
し
て
も
視
力
の
出
に
く
い
弱
視
と
な
っ
た
り
、

両
眼
で
見
る
力
が
十
分
に
発
育
し
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。
適
切
な
時

期
に
眼
鏡
装
用
や
遮
蔽
訓
練
を
行
う
事
に
よ
り
視
機
能
の
発
達
を
補

助
で
き
る
た
め
、
当
院
で
は
小
児
の
斜
視
、
弱
視
治
療
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
眼
瞼
下
垂
や
内
反
症
の

手
術
も
行
っ
て
お
り
視
機
能
の
改
善
に
加
え
て
整
容
効
果
も
あ
る
こ

と
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
月
初
め
の
水
曜
日
に
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
外
来
を
開
設
し
て
、

ハ
ー
ド
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
新
作
、
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通

常
の
ソ
フ
ト
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
、
使
い
捨
て
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

の
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ン
ズ
（
試
用
）
は
常
に
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
他

の
曜
日
で
も
ご
希
望
に
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
白
内
障
手
術
に
つ
い
て
は
日
帰
り
、
入
院
の
い
ず
れ
で
も
選
択
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。
患
者
さ
ま
の
お
体
や
眼
の
状
態
を
先
生
方
の
ご

判
断
の
上
、
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
で
き
る
限
り
患
者
さ
ま
の
ご
希

望
に
添
う
よ
う
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
眼
底
検
査
、

視
野
検
査
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
糖
尿
病
の
精
査
、
緑
内

障
の
視
野
検
査
は
初
診
時
に
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
可
能
で
す
。
視
能
訓

練
士
も
常
勤
し
て
お
り
眼
球
運
動
や
斜
視
、
弱
視
の
診
察
、
治
療
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

成人正常網膜糖尿病網膜症
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1999年　　大阪市立大学医学部卒業
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京都府立医科大学眼科学教室入局

2001年　　京都市立病院眼科
2004年より武田病院眼科

日本眼科学会認定眼科専門医


